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今週・来週の予定

１０月１８日～３１日

１８（日） 聖霊降臨後第２０主日
１９（月） 聖職養成委員会　web
２１（水） 教役者レクイエム
２４（土） 教区青年会　web
２５（日） 聖霊降臨後第２１主日
２６（月） 常置委員会（臨時）　web

◇
10
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
野
宿
生
活
者
支
援
の
た
め（
Ⅰ
）

▽
薬
物
依
存
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
働

き
の
た
め
▽
小
笠
原
諸
島
に
お
け

る
宣
教
拠
点
の
た
め 

（
17
日
教
会

創
立
記
念
日
）
▽
教
役
者
緊
急
援

助
資
金
の
た
め
（
18
日
）
▽
社
会

事
業
の
日
（
25
日
） 

◇
「
主
教
司
式
の
聖
餐
式
」（
11

月
22
日
ま
で
）・「
自
宅
で
行
う

主
日
礼
拝
」 
主
教
座
聖
堂
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

 h
ttp

://w
w

w
.anglicancathedral.

tokyo/

◇
常
置
委
員
会
報
告

■
９
月
４
日 

開
催
（
定
例
）

・
会
に
先
立
ち
、
財
政
委
員
長
よ

り
来
年
度
予
算
作
成
の
準
備
に
関

す
る
説
明
が
な
さ
れ
た
。

主
教
報
告

・
小
笠
原
聖
ジ
ョ
ー
ジ
教
会
訪
問

（
８
月
18
日
～
30
日
）
に
つ
い
て
。

・
中
部
教
区
主
教
按
手
式
（
10
月

24
日
）
は
臨
席
者
を
限
定
し
て
行

わ
れ
る
。

・
日
本
聖
公
会
第
65
（
定
期
）
総

会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ

れ
る
。

教
区
事
務
所
関
連
報
告

総
主
事
報
告

・
立
教
女
学
院
へ
の
チ
ャ
プ
レ
ン

派
遣
出
向
に
関
す
る
覚
書
、
お
よ

び
個
別
の
勤
務
契
約
書
を
締
結

総
務･

危
機
対
応
デ
ス
ク
報
告

・
小
笠
原
の
賃
貸
物
件
へ
の
火
災

保
険
加
入
に
つ
い
て
。

・
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
新
生
教
会
の
建

物
解
体
工
事
契
約
に
つ
い
て
。

・
文
京
区
内
施
設
非
課
税
調
査
へ

の
対
応
に
つ
い
て
。

教
務
主
事
報
告

・
教
区
墓
地
礼
拝
中
止
に
伴
う
、

各
教
会
へ
の
諸
連
絡
業
務
等
に
つ

い
て
。

財
務
主
事
報
告

・
８
月
末
ま
で
の
会
計
報
告

宣
教
主
事
報
告

・
中
高
生
世
代
キ
ャ
ン
プ
（
８
月

15
日
～
16
日
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

に
つ
い
て
。

・「
礼
拝
休
止
期
間
中
の
信
仰
生

活
に
つ
い
て
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施

主
教
座
聖
堂
主
任
司
祭
報
告

・「
平
和
を
祈
る
｜
広
島
・
長
崎

の
原
爆
犠
牲
者
の
た
め
」（
８
月

９
日
）、「
平
和
を
祈
る
｜
戦
争
の

犠
牲
者
を
覚
え
て
」（
８
月
15
日
）

を
ラ
イ
ブ
配
信
に
て
実
施

協
議
事
項

・
執
事
按
手
式
を
12
月
19
日
に
、

臨
席
者
を
限
定
し
て
行
う
こ
と
と

し
た
。

・
第
１
３
６
（
定
期
）
教
区
会
、

第
１
３
７
（
定
期
）
教
区
会
の

開
催
日
程
お
よ
び
開
催
方
法
に

つ
い
て
、
総
主
事
、
教
務
主
事
、

書
記
局
間
で
協
議
し
て
も
ら
い
、

そ
の
結
果
を
臨
時
の
常
置
委
員

会
（
９
月
15
日
）
に
て
協
議･

確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

・
小
笠
原
の
賃
貸
物
件
に
つ
い

て
、
火
災
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
と
し
た
。

■
９
月
15
日 

開
催
（
臨
時
）

１

協
議
事
項

・
第
１
３
６
（
定
期
）
教
区
会
、

第
１
３
７
（
定
期
）
教
区
会
の
開

催
日
程
お
よ
び
開
催
方
法
に
つ
い

て
、
開
催
日
時
を
11
月
23
日
、
場

所
を
機
械
振
興
会
館
６
階
会
議
室

を
借
用
し
、
対
面
で
行
う
こ
と
と

し
た
。
な
お
、
議
事
の
運
営
方
法

に
関
し
て
は
、
議
長
と
書
記
局
に

委
ね
る
こ
と
と
し
た
。

・
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
新
生
教
会
に

関
し
て
、
工
事
期
間
中
、
牧
師

が
転
居
す
る
際
の
引
越
費
用
は
、

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
新
生
教
会
の
負

担
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
池
袋
聖
公
会
伝
道
所
の



２

土
地･

建
物
の
売
却
に
つ
い
て
、

10
月
25
日
に
臨
時
の
堅
信
受
領

者
総
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
と

の
報
告
を
受
け
た
。

■
10
月
１
日 

開
催
（
臨
時
）

協
議
事
項

・
渋
谷
聖
公
会
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

の
大
規
模
修
繕
工
事
に
関
し
て
、

常
置
委
員
間
で
の
事
前
の
メ
ー
ル

に
よ
る
稟
議
を
経
て
、
再
度
、
報

告
書
面
等
を
確
認
し
、
了
承

・
牛
込
聖
公
会
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会

に
関
し
て
、
９
月
20
日
に
臨
時

堅
信
受
領
者
総
会
が
開
催
さ
れ
、

２
０
２
０
年
12
月
31
日
を
も
っ

て
、
教
会
の
運
営
を
終
了
す
る
と

の
決
議
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
こ

れ
を
確
認
し
た
。
今
後
、
聖
バ
ル

ナ
バ
教
会
、
建
物
、
什
器
備
品
の

処
分
等
に
関
す
る
法
的
な
手
続
き

に
つ
い
て
は
継
続
審
議
と
し
、
そ

の
方
法
等
は
総
主
事
を
中
心
に
調

査
・
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

■
10
月
12
日 

開
催
（
定
例
）

主
教
報
告

・
聖
職
試
験
（
説
教
試
験
）
を
11

月
11
日
に
実
施
す
る
。

教
区
事
務
所
関
連
報
告

総
主
事
報
告

・
第
１
３
７
（
定
期
）
教
区
会
書

記
（
髙
橋
顕
司
祭
、
下
条
知
加
子

聖
職
候
補
生
）
の
任
命
書
、
第

１
３
６
（
定
期
）
教
区
会
、
第

１
３
７
（
定
期
）
教
区
会
の
公
示
、

聖
職
按
手
式
の
公
示
、
信
仰
と
生

活
委
員
会
委
員
長
（
後
藤
敬
一
さ

ん
）
の
委
嘱
状
を
発
行

総
務･

危
機
対
応
デ
ス
ク
報
告

・
小
笠
原
の
賃
貸
物
件
へ
の
火
災

保
険
加
入
手
続
き
終
了

・
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
新
生
教
会
の
工

事
関
連
契
約
に
つ
い
て
。

・
文
京
区
内
、
大
田
区
内
施
設
非

課
税
調
査
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

教
務
主
事
報
告

・
同
日
に
２
つ
行
わ
れ
る
教
区
会

の
諸
準
備
等
に
つ
い
て
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ

る
、
日
本
聖
公
会
第
65
（
定
期
）

総
会
へ
の
協
力
等
に
つ
い
て
。

財
務
主
事
報
告

・
９
月
末
ま
で
の
会
計
報
告

・
10
月
10
日
開
催
の
会
計
担
当

者･

監
査
担
当
者
懇
談
会
に
つ

い
て
。

宣
教
主
事
報
告

・「
礼
拝
休
止
期
間
中
の
信
仰
生

活
に
つ
い
て
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

集
計
中

・
東
日
本
四
教
区
懇
談
会
が
９
月

23
日
に
開
催
さ
れ
た
。

主
教
座
聖
堂
主
任
司
祭
報
告

・
主
教
座
聖
堂
理
事
会
が
10
月
１

日
に
、
活
動
委
員
会
が
10
月
８
日

に
開
催
さ
れ
た
。

・
教
区
主
教
に
よ
る
主
日
礼
拝
の

配
信
は
11
月
22
日
で
終
了
す
る
。

・「
被
造
物
を
祝
う
」（
10
月
３
日
）

を
ラ
イ
ブ
配
信
に
て
実
施

・
11
月
29
日
に
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
の
根
絶
を
求
め
て
」
の
礼
拝

を
映
像
配
信
に
て
実
施
の
予
定

協
議
事
項

・
Ｎ
Ｃ
Ｃ
障
が
い
者
と
教
会
問
題

委
員
会
へ
の
委
員
派
遣
に
つ
い
て

は
、
教
区
主
教
と
宣
教
主
事
に
よ

る
人
選
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
。

◇
教
区
聖
職
（
執
事
）
試
験
・
説

教
試
験　

日
時
：
11
月
11
日
（
水
）
19
時

場
所
：
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂

　

今
回
は
、
会
場
の
聖
ア
ン
デ
レ

主
教
座
聖
堂
へ
は
試
験
委
員
の
み

の
参
集
。
会
場
で
の
一
般
公
開
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

関
心
の
あ
る
方
に
は
、「
聖
ア
ン

デ
レ
教
会
」
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.

st-andrew
-tokyo.com

/w
eb/

）

よ
り
、
ラ
イ
ブ
で
動
画
配
信
を
し

ま
す
の
で
、
ご
視
聴
下
さ
い
。

◇
牛
込
聖
公
会
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会

臨
時
堅
信
受
領
者
総
会
決
議
に
つ

い
て

　

牛
込
聖
公
会
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会

は
９
月
20
日
（
日
）
に
臨
時
堅
信

受
領
者
総
会
を
行
い
、「
牛
込
聖

公
会
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
の
教
会

運
営
終
了
に
つ
い
て
」
の
議
案

が
可
決
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
▽
牛
込
聖
公
会
聖
バ
ル
ナ

バ
教
会
は
２
０
２
０
年
12
月
31

日
を
も
っ
て
教
会
運
営
を
終
了

す
る　

▽
牛
込
聖
公
会
聖
バ
ル

ナ
バ
教
会
に
在
籍
す
る
信
徒
は

２
０
２
０
年
12
月
31
日
ま
で
に

各
自
が
希
望
す
る
教
会
に
転
籍

す
る　

▽
牛
込
聖
公
会
聖
バ
ル

ナ
バ
教
会
の
施
設
・
設
備
・
備

品
お
よ
び
金
員
は
、
２
０
２
１

年
１
月
１
日
を
も
っ
て
日
本
聖

公
会
東
京
教
区
に
移
管
す
る
、

こ
と
と
な
っ
た
。

＝
常
置
委
員
会
か
ら
報
告
＝

　

牛
込
聖
公
会
聖
バ
ル
ナ
バ
教

会
よ
り
上
記
の
決
議
内
容
が

常
置
委
員
会
に
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
詳
細
等
に
つ
い
て

は
未
だ
決
定
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
常
置
委
員
会
と
し
て
は
、

こ
の
決
議
を
尊
重
し
、
日
本
聖

公
会
法
規
に
照
ら
し
つ
つ
、
牛

込
聖
公
会
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
の

意
向
に
添
う
形
で
、
進
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。



３

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

日
時
：
10
月
21
日
（
水
）
10
時
半

場
所
：
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂

司
式
：
髙
橋 
宏
幸 
主
教

説
教
者
：
井
口 

諭 
司
祭 

▽
司
祭 

山
田 

助
次
郎
▽
主
教 

松

井 

米
太
郎
▽
司
祭 

河
合 
良
隆
▽

司
祭 

遠
藤 

敏
雄
▽
司
祭 

青
木 
毅

三
▽
主
教 

八
代 

斌
助
▽
主
教 

高

瀬 

恒
徳
▽
司
祭 

牛
島 

惣
太
郎
▽

司
祭 

副
島 

虎
十
▽
伝
道
師 

長
尾 

よ
つ
▽
伝
道
師 

前
田 

華
江
▽
司

祭 

坂
下 

内
匠
▽
主
教 

山
田 

襄
▽

司
祭 

竹
之
内 

瑞
男
▽
司
祭 

岡 

精

三
▽
司
祭  

速
水 

敏
彦
▽
司
祭 

津

田 

昌
男
▽
司
祭 

福
澤 

道
夫
▽
司

祭 

村
松 

順
道
▽
伝
道
師 

小
西 

ト

キ
▽
司
祭 

片
田 

蔦
五
郎

◆
と
こ
し
え
の
平
安

10
月
１
日　

古
野　

澄
子
（
73
）

聖
ミ
カ
エ
ル

10
月
11
日　

尾
張　

愛
子
（
88
）

聖
ア
ン
デ
レ

10
月
14
日　

糟
谷　
　

恵
（
67
）

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
新
生

［
信
仰
と
生
活
・
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
］

　

ア
ン
ケ
ー
ト
「
礼
拝
休
止
期
間

中
の
信
仰
生
活
に
つ
い
て
の
お
た

ず
ね
」
に
多
く
の
回
答
を
お
送
り

い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
回
答
数
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
３
５
１

件
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
回
答

１
７
９
件
の
計
５
３
０
件
で
し

た
。
集
計
に
少
々
お
時
間
を
い
た

だ
き
ま
す
が
、
結
果
を
各
教
会
に

配
布
す
る
予
定
で
す
。
是
非
そ
れ

ぞ
れ
の
場
で
ご
活
用
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
信
仰
と
生

活
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

い
た
だ
い
た
貴
重
な
お
声
を
ど
の

よ
う
に
具
体
的
に
こ
れ
か
ら
の
信

仰
生
活
、
そ
し
て
宣
教
の
働
き
へ

と
つ
な
げ
て
い
け
る
の
か
を
考
え

て
ま
い
り
ま
す
。　

信
仰
と
生
活
委
員
会    

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
の
た
め
・
医
療
看
護
に
携

わ
っ
て
い
る
方
々
の
た
め
】

　

世
の
救
い
主
よ
、
主
は
十
字
架

の
苦
し
み
に
よ
っ
て
わ
た
し
た
ち

を
贖
わ
れ
ま
し
た
。
ど
う
か
、
わ

た
し
た
ち
、
こ
と
に
こ
の
度
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
苦

し
み
、
不
安
の
内
に
あ
る
人
々
を

救
い
、
癒
し
の
み
手
を
差
し
伸
べ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
医
療
と
看

護
に
携
わ
る
人
び
と
の
働
き
を
助

け
導
き
、
み
力
を
も
っ
て
そ
の
人

び
と
を
守
り
、
励
ま
し
て
く
だ
さ

い
。主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ

て
お
願
い
い
た
し
ま
す　

ア
ー
メ
ン

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

た
め
】

　

永
遠
に
い
ま
す
全
能
の
神
よ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
っ
て
尊
い
命
を
失
っ
た
方
々
の

魂
を
す
べ
て
の
重
荷
か
ら
解
放

し
、
主
の
聖
徒
と
と
も
に
永
遠
の

み
国
で
安
ら
か
に
憩
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
悲
し
み
の
中
に
あ

る
方
々
に
主
の
慰
め
が
与
え
ら
れ

ま
す
よ
う
に
、
命
の
贖
い
主
で
あ

ら
れ
る
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に

よ
っ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

ア
ー
メ
ン

　

主
よ
、
世
を
去
っ
た
人
び
と
の

魂
が
、
主
の
憐
れ
み
に
よ
っ
て
安

ら
か
に
憩
う
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
に　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
メ
ン

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
に
つ
い
て
】

　

東
京
教
区
事
務
所
は
引
き
続
き

開
所
時
間
を
下
記
の
よ
う
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

変
更
あ
る
時
は
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

開
所
日
：
月
曜
～
金
曜

                        （
休
日
を
除
く
）

開
所
時
間
：
午
前
10
時
半
～
12
時
半

                 

午
後
13
時
半
～
15
時
半

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
教
区
事
務
所



４

【
主
教
教
書
】 

16

ご
降
誕
の
時
に
向
け
て

２
０
２
０
年
10
月
16
日

東
京
教
区
主
教

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

髙
橋 
宏
幸

　

未
だ
収
束
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
中
、各
教
会
・

礼
拝
堂
で
の
慎
重
に
慎
重
を
重
ね

て
の
最
善
の
備
え
、
対
応
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

礼
拝
や
設
備
等
へ
の
調
整
や
工

夫
を
重
ね
て
お
ら
れ
る
中
、
慣
れ

て
い
く
こ
と
が
良
い
も
の
と
、
気

の
緩
み
と
い
う
慣
れ
て
は
い
け
な

い
も
の
が
あ
る
中
で
、
降
臨
節
、

降
誕
日
、
顕
現
節
に
向
か
い
、
教

会
委
員
会
等
で
の
話
合
い
が
始
め

ら
れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
不
安
も
高
ま

る
折
で
す
の
で
、
更
な
る
慎
重
と

用
心
の
上
、
諸
々
の
判
断
を
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

殊
に
ご
降
誕
の
期
節
に
は
信
徒

で
な
い
方
が
た
も
加
え
、
例
年
多

く
の
方
が
た
の
礼
拝
参
加
が
見
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
未
だ
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
の
兆
し
が

見
え
ず
、
加
え
て
第
二
波
へ
の
懸

念
も
専
門
家
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

中
に
在
り
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
東
京
教
区
が
大
原
則
と
し
、
確

認
し
合
っ
て
き
ま
し
た
「
い
の
ち

を
守
り
合
う
こ
と
」「
教
会
と
し

て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ

と
」
へ
の
対
応
を
考
え
ま
す
時
、

ま
た
引
き
続
き
「
三
つ
の
密
」
を

避
け
る
た
め
に
、
例
年
の
よ
う
な

多
く
の
方
が
た
に
自
由
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
形
は
難
し
い
こ
と
は

歴
然
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
教
会
・
礼
拝
堂
の
規
模
や
状

況
に
も
よ
り
ま
す
が
、礼
拝
回
数
、

礼
拝
時
間
、
礼
拝
参
加
形
式
へ
の

一
層
の
配
慮
と
工
夫
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
行
な
わ
れ
て
い
る

「
ク
リ
ス
マ
ス
祝
会
・
愛
餐
会
」は
、

残
念
で
す
が
自
粛
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
主
教
座
聖
堂
か
ら
毎
主

日
に
配
信
し
て
い
ま
す
聖
餐
式
動

画
は
、
11
月
22
日
（
降
臨
節
前
主

日
）
を
も
っ
て
一
旦
休
止
致
し
ま

す
が
、
そ
の
後
の
大
祝
日
や
教
区

礼
拝
の
配
信
は
別
途
検
討
致
し
ま

す
。

　

今
年
は
、
主
の
ご
復
活
を
集

ま
っ
て
感
謝
し
、
祝
う
こ
と
が

で
き
ず
、
ご
降
誕
も
制
限
の
あ

る
中
で
の
こ
と
と
な
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
物
理
的
、
身
体
的

に
共
に
集
ま
る
こ
と
が
難
し
い

時
で
あ
れ
ば
こ
そ
、「
場
所
で
な

く
場
と
霊
的
な
つ
な
が
り
」
の

中
に
居
ら
れ
る
主
の
働
き
を
信

じ
、
祈
り
求
め
ま
し
ょ
う
。
既

に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、

万
が
一
感
染
さ
れ
た
方
が
出
た

際
に
は
速
や
か
に
教
会
、
及
び

教
区
事
務
所
総
主
事
（
下
条
司

祭
）
宛
に
通
知
く
だ
さ
い
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
配
慮
し
対
応

致
し
ま
す
。
罹
患
さ
れ
た
方
が

た
の
回
復
、
医
療
の
最
前
線
で

献
身
、
尽
力
し
て
お
ら
れ
る
方

が
た
の
お
働
き
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
が
た
の
お
働

き
、
生
活
上
の
不
安
、
困
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
た

へ
の
支
え
、
ご
逝
去
さ
れ
た
方

が
た
の
魂
の
平
安
と
悲
し
み
の

内
に
あ
る
方
が
た
へ
の
慰
め
、

そ
し
て
こ
の
危
機
の
収
束
を
切

に
お
祈
り
致
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
罹
患
さ
れ
た
方
が
た
へ

の
偏
見
や
差
別
に
陥
ら
ぬ
よ
う
併

せ
て
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

主
が
憐
れ
み
を
も
っ
て
、
私
た

ち
の
悩
み
を
顧
み
、
愁
い
と
恐
れ

を
取
り
除
き
、
み
顔
の
光
に
よ
っ

て
私
た
ち
に
主
を
仰
ぎ
見
る
力
と

希
望
を
注
い
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
に   

ア
ー
メ
ン



「
日
本
聖
公
会
第
65
（
定
期
）
総

会
を
前
に
」

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
が
未
だ
見
ら
れ
な
い
中
、
初
の

こ
と
で
す
が
10
月
27
日
（
火
）
～

29
日
（
木
）
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

日
本
聖
公
会
第
65
（
定
期
）
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
26
の

議
案
が
協
議
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

中
で
特
に
三
つ
の
重
要
な
議
案
に

つ
い
て
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
「
法
規
一
部
改
正
」
の
件

「
宣
教
協
働
区
・
伝
道
教
区
制
」

と
い
う
、
教
区
制
の
改
革
を
目
指

す
も
の
が
主
教
会
よ
り
出
さ
れ
ま

す
。
そ
の
提
案
理
由
の
中
、
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
本
議
案
が
提
起
す
る
歴
史
的

と
も
言
え
る
決
断
は
、
今
後
様
々

な
レ
ベ
ル
に
お
け
る
具
体
的
か
つ

丁
寧
な
協
議
の
積
み
重
ね
を
必
要

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
議
論

の
中
に
は
、
よ
り
幅
広
い
信
徒
の

奉
仕
職
の
在
り
よ
う
の
模
索
が
含

ま
れ
る
だ
ろ
う
。今
や
私
た
ち
は
、

こ
の
時
を
主
が
与
え
た
も
う
時
と

捉
え
、
困
難
な
経
験
へ
と
共
に
踏

み
出
す
事
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
挑
戦

的
で
創
造
的
な
旅
の
始
ま
り
と
な

る
だ
ろ
う
。
主
教
会
は
、
日
本
聖

公
会
が
日
本
社
会
に
お
け
る
責
任

あ
る
福
音
宣
教
を
、
今
後
も
継
続

的
・
発
展
的
に
担
い
得
る
器
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
、
こ
の
議
案
を

提
出
す
る
」

　

自
教
区
の
為
だ
け
で
な
く
日
本

聖
公
会
全
体
を
一
緒
に
考
え
、
日

本
聖
公
会
全
体
の
宣
教
活
性
化
の

た
め
、
他
教
区
と
協
働
す
べ
く
複

数
教
区
に
よ
る
宣
教
協
働
区
を
設

け
、
詳
細
は
協
働
区
に
置
か
れ
る

協
働
委
員
会
で
協
議
し
て
い
く
と

い
う
も
の
で
す
。

　

東
京
は
日
本
の
首
都
で
あ
り
大

都
会
で
す
が
、
広
く
日
本
全
体
を

見
渡
す
時
、
ま
た
日
本
に
お
け
る

宣
教
と
い
う
、
キ
リ
ス
ト
の
教
会

に
託
さ
れ
て
い
る
働
き
を
考
え
る

時
、
私
た
ち
東
京
教
区
に
と
っ
て

他
教
区
に
聴
き
、
学
ぶ
こ
と
、
協

働
し
て
い
く
こ
と
も
決
し
て
少
な

く
な
い
と
思
え
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
提
案
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
聖

公
会
の
在
り
方
を
大
き
く
変
え
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
当

然
そ
こ
に
は
不
安
や
困
難
、
戸
惑

い
も
伴
い
、
今
後
修
正
等
も
生
じ

得
ま
す
が
、「
神
様
の
働
き
の
器
」

と
し
て
活
力
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

を
祈
り
た
い
も
の
で
す
。

２
「
２
０
２
２
年
宣
教
協
議
会
開

催
」
の
件

　

10
年
前
「
い
の
ち
、
尊
厳
限
り

な
い
も
の
―
宣
教
す
る
共
同
体
の

あ
り
よ
う
を
求
め
て
」
と
題
し
て

宣
教
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
初
の
開
催
目
的

は
「
信
徒
減
少
・
高
齢
化
、
聖
職

者
不
足
、
教
会
建
物
の
老
朽
化
、

財
政
の
逼
迫
」「
社
会
的
に
弱
い

立
場
に
お
か
れ
て
い
る
人
び
と
へ

の
ケ
ア
」「
戦
争
責
任
を
告
白
す

る
日
本
聖
公
会
が
平
和
の
器
と
し

て
用
い
ら
れ
る
こ
と
」で
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
を
通
し
て
、「
絶

望
の
内
に
あ
る
人
び
と
の
か
す
か

な
声
に
耳
を
傾
け
、
声
を
出
せ
な

い
人
の
『
声
』
と
な
っ
て
い
く
こ

と
」「
希
望
を
奪
わ
れ
た
状
況
の

中
に
生
き
る
人
々
に
対
し
て
『
に

も
か
か
わ
ら
ず
』
神
の
祝
福
「〈
い

の
ち
〉
の
喜
び
」
を
語
り
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
日
本
聖

公
会
の
宣
教
の
原
点
は
、「
教
会

内
の
牧
会
は
も
ち
ろ
ん
、
教
会
の

あ
る
地
域
全
体
に
対
す
る
牧
会
的

働
き
を
丁
寧
に
実
践
し
て
い
く
こ

と
」「
地
域
に
あ
る
課
題
、
世
界

に
あ
る
課
題
に
誠
実
に
取
り
組
む

こ
と
」
で
あ
る
と
確
か
め
合
わ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
10
年
後
の

２
０
２
２
年
開
催
予
定
の
宣
教
協

議
会
で
は
、「
宣
教
・
牧
会
の
実

り
の
収
穫
感
謝
と
し
て
分
ち
合
う

こ
と
」、
そ
し
て
「
こ
れ
か
ら
の

宣
教
方
針
、
方
向
性
」
を
探
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
、
東
京
教
区
は
宣

教
１
０
０
周
年
の
年
を
迎
え
ま

す
。
宣
教
協
議
会
開
催
の
時
に

は
そ
の
成
果
も
踏
ま
え
て
次
の

１
０
０
年
の
歩
み
を
探
り
、
宣
教

の
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

願
い
ま
す
。

３ 

「
原
発
の
な
い
世
界
を
求
め
る

国
際
会
議
」
声
明
に
賛
同
す
る
件

 

　

「
原
発
の
な
い
世
界
を
求
め
る

週
間
」
設
置
の
件

　

日
本
聖
公
会
は
、
脱
原
発
と
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
目

指
す
こ
と
、
そ
し
て
未
だ
に
決

し
て
解
決
し
た
と
は
言
え
な
い

２
０
１
１
年
３
月
の
出
来
事
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
、

あ
の
出
来
事
が
語
る
こ
と
を
聴

き
、
学
び
、
い
の
ち
を
尊
び
、
平

和
に
生
き
る
社
会
の
実
現
へ
と
歩

み
続
け
、「
被
造
物
の
本
来
の
姿

を
守
り
、
地
球
の
生
命
の
維
持
・

再
生
へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
意
識

し
、
決
意
を
確
か
め
合
う
も
の
で

す
。

　

前
回
宣
教
協
議
会
は
東
日
本
大

５



震
災
発
生
の
翌
年
に
開
催
さ
れ
、

当
初
予
定
の
テ
ー
マ
が
大
き
く
変

え
ら
れ
ま
し
た
。
次
回
宣
教
協
議

会
、
そ
し
て
ラ
ン
ベ
ス
会
議
（
全

聖
公
会
主
教
会
議
）
が
２
０
２
２

年
開
催
予
定
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
を
脅
威

に
晒
し
始
め
た
二
年
後
で
す
。

　

そ
こ
に
、私
た
ち
は
改
め
て「
い

の
ち
の
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト

教
」、
そ
し
て
「
い
の
ち
に
仕
え
、

守
り
合
う
た
め
に
つ
な
が
り
」
を

心
に
刻
み
付
け
、
そ
れ
に
基
づ
い

た
例
え
小
さ
く
て
も
具
体
的
な
働

き
、
動
き
を
生
み
出
し
て
い
き
た

く
祈
り
ま
す
。

　

冒
頭
に
記
し
ま
し
た
よ
う
に
、

重
要
な
三
つ
の
議
案
を
取
り
上
げ

ま
し
た
が
、
私
た
ち
一
人
一
人
が

日
本
聖
公
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

り
、
キ
リ
ス
ト
の
肢
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
総
会
は
コ
ロ
ナ

６

禍
ゆ
え
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な

る
形
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
そ
の
こ
と
も
お
祈
り
の

内
に
加
え
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、「
日
本
聖
公
会
第
65
（
定

期
）
総
会
を
前
に
し
て
」
と
題
し

て
、
植
松
誠
首
座
主
教
が
書
か
れ

た
文
書
が「
管
区
事
務
所
だ
よ
り
」

(http://nskk.org/province/

）

か
ら
、
ま
た
、「
法
規
一
部
改
正
」

に
つ
い
て
北
海
道
教
区
で
行
わ
れ

た
勉
強
会
の
様
子
が
、
聖
ア
ン
デ

レ
主
教
座
聖
堂
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
本
聖
公
会
東
京
教
区
主
教

主
教 

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル 

髙
橋 

宏
幸
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聖職、聖職候補生のつぶやき

10 月 1 日

「群衆を解散させてください。そうすれば、自分で食べ物を買いに行くでしょう。」( マタイ 14:15) 

　他者に配慮したようだが、食事の無い人を視野から排除しようとしている言葉だ。自分も配慮

しているように聞こえる言葉を用いて、面倒な事や痛みを覚える事を回避しようとしていないだ

ろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　                               倉澤 一太郎 司祭

10 月 2 日

「私は主、あなたの名を呼ぶ者」( イザヤ 45:3c）

　血液型、性別、出身など、私たちはカタマリで ｢人｣ をくくり、わかった気になる。その人のこ

とは何も知らないのに、わかった気分を味わえるからかもしれない。でも神は、私の属性を問わな

い。他でもない私をご存知だから、ピンポイントで私の名を呼ばれる。                上田 亜樹子 司祭 

10 月 5 日

「恋しい人の声が聞こえます。山を越え、丘を跳んでやって来ます。恋しい人はかもしかのよう、

若い雄鹿のようです」（# 雅歌 2:8-9a）

　# 聖書 には # ラブソング もあります。この箇所は教会の結婚式でも読まれる箇所のひとつです。

大きな声で世界に向かって愛を叫ぶことは、人類救済の第一歩となります。　　　笹森 田鶴 司祭


